
１ 

問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 

エ ア ウ エ エ ア ウ ウ 

問 9 問 10 問 11 問 12 問 13 

エ イ イ エ 1.  F 2.  F 3.  T 4.  T 

 

２ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

エ ウ エ エ イ エ ウ ア ウ ア 

 

３ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

エ イ ア エ ウ エ ア ウ イ ア 

 

４ 

1 2 3 4 5 6 7 8 

ア イ エ ウ ウ ウ ア イ 

 

５ 

1 2 3 4 

ア イ ア エ 

 

６ 

1 2 3 4 

エ エ ア エ 

 

７ 

(1) しかし，この新たな科学技術は，莫大な数の語を数秒でくまなく検索する能力を持つのに，人間の子供でも答え

ることができるような質問に躓くことがある。 

(2) AI（人工知能）は多量の情報を分析し要約することができるにもかかわらず，現実世界での経験不足や基本的な

常識の欠如を未だに埋め合わせることができていないのは明らかである。 
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(1) Freshwater fish are easy to catch and nutritious, but pose the risk of parasitic or bacterial infection unless well cooked. 

(2) It is thought that the change in early humans’ eating habits caused their intestines to become shorter and then their brains to 

become bigger, thus forming a turning point in their evolution. 

[別解] The change in early humans’ eating habits are thought [believed] to have caused the shortening of their intestines 

[shorter intestines] and then the growth of their brains [larger brains], thus triggering [leading to] their evolution. 

 

～講評～ 

大問１：「水族館という考えの発達」についての長文問題。どの選択肢も本文の該当箇所に依拠して、正確に消去判

断をしたい。 

大問２：文法・語法 4 択問題。市販テキストに掲載されているレベル。どの範囲も満遍なく学習して、足をすくわ

れることのないようにしたい。 

大問３：語句同意表現の 4 択問題。やや難しめの語句も見受けられたが、医学部の長文読解ではよく目にするレベ

ルである。日頃の長文学習からの知識習得がものを言う。 

大問４：会話文問題 2 題。一つめは「郵便局でのやり取り」、二つめは「人生の楽しみのために飛行機の免許を取ろ

うとしている男性とその妻との会話」がテーマであった。全体を読み切ってから判断せねばならない問いが

多かったが、内容的には例年よりやや簡単だった印象である。 

大問５：文整序問題。指示語、ディスコースマーカーなどを駆使すれば容易く順序を決められる。 

大問６：図表問題。内容も問いも平易なものなので、時間をかけずに満点を取りたい。 

大問７：和訳問題。「現状の AI が抱える現実世界での問題点」を関する英文。構造は難しいものではなかったが、

一部和訳しづらい語句・表現があった。 

大問８：英作文問題。「進化の契機となった、初期人類の食生活の変化」に関する英文。語句・表現を知っていたか

どうかで差がつく問題と言える。 

 

大問構成はここ数年と変化がなかった。全体として、合格には 70～75 パーセントを目指したい。 

 


